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とくに関東軍と北支那方面軍の強い指導の下で設立された満州車輔 (1938年 5 月設立)と華北車輔 (1940年 6 月)の設
立経緯・その後の経営内容が検討され，両社の設立の聞に大陸における鉄道車輔企業を巡る状況が決定的に悪化した
ことが指摘される。






















かに描き出している。日露戦後以降における鉄道院の特定メーカーに対する育成政策の展開，第 1 次大戦期から 1920年
代にかけての鉄道車輔関連部品の輸入代替の進展，昭和恐慌期における鉄道車輔工業の危機と満鉄の大量注文による
その克服，戦時期における東アジア旧帝国圏との関わりの深化等は，本論文によって初めて本格的に解明された重要
な史実である。
109-
改善されうると思われる点を敢えて記せば，多岐に及んだ日本の機械工業の全体像とそのなかに占める鉄道車車両工
業の位置をより詳しく説明するのが望ましいこと，戦前・戦時期に由来する負の遺産として指摘された企業経営の官
僚制化・硬直化に関する立ち入った説明が必要と思、われること等であるが，これらは本論文の価値をいささかも損な
うものではない。よって本論文は博士(経済学)の学位に十分値するものと判定する。
